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5．お わ り に
一次産品特化型としてスタートした後発工業国は，政府主導による工業化政策の下で，外国企
業を誘致して工業化を行っている。これらの途上国政府では政府が貿易・為替や産業育成などの
政策策定を行い，こうした政策を政府と外国企業が協力して遂行し，地場企業を育成していくこ
とになる。この過程で，両者間に生じた問題に対して，在外日本人商工会議所などの経済団体が，
経済発展を実現するために，受入国政府と日系企業の調整機能を果たしている。
本稿では，一次産品特化型による工業化を展開しているブラジルの工業化を3段階に分けて，
政府の工業化政策の内容，日本企業に求めた役割，両者間に生じた問題，問題に対応する日本商
工会議所が有する調整機能における，戦前と戦後初期に至る継続性に焦点をおいた。そして，コ
ロニアル企業が，聖市商工組合，サンパウロ日本商業会議所といった経済団体を設立して，進出
日本企業とともに，これらの組織を通じてブラジル政府と日本企業間に生じた問題を調整する過
程を見た。
第2章では，戦前ブラジルのコーヒー輸出に依存した初期の工業化において，日系移民がコー
ヒー農園のコロノとして大きな役割を果たし，その過程で，コーヒー経済の拠点都市サンパウロ
市コンデ街に出現した日系移民商工業者が，親睦，軋轢防止，商売発展のために聖市商工組合を
設立していく過程と問題への対応を明らかにした。
第3章では，世界大恐慌によって影響を受けたブラジル政府のコーヒー輸出から綿花輸出への
政策転換に応じて，日本商社が直接投資を開始し日伯貿易を拡大するなかで，聖市商工組合がサ
ンパウロ日本商業会議所を設立していく過程，貿易改善問題への対応に触れた。第二次世界大戦
勃発により，サンパウロ日本商業会議所の活動は停止を余儀なくされ，会議所の活動はひとまず
幕を閉じることとなったことを見た。
第4章では，戦後，ブラジル政府の貿易・為替政策による輸入代替工業化に応じて再開された
日伯貿易では，日本商社の現地の受皿となったコロニアル企業が，サンパウロ日本商業会議所を
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再開する過程，組織整備と初期の活動を明らかにした。初期の会議所は，理事会の指揮のもと，
会員への情報提供，親睦，日本からの使節団への対応を行うとともに，貿易対策委員会を設置し
て日伯通商協定の具申書提出を行い，調整機能を果たしたことを明らかにした。
以上のように，戦前ブラジルの一次産品特化型の工業化においては，日本企業が進出する以前
に，日系移民がコーヒー農園のコロノとして重要な労働力の役割を果たしていた。やがてサンパ
ウロ市の発展とともに，コロニアル企業が出現し，同業者間の過当競争への対応，ならびに親睦
をはかることを目的として，聖市商工組合を設置して対応にあたった。つまり，ブラジルの一次
産品特化型の初期工業化では，日系移民商工業者は日系移民間で生じた問題を，同業者任意団体
を通じて個人的に解決することができたといえる。続くブラジル政府によるコーヒー輸出から綿
花輸出への政策転換に対して，聖市商工組合は貿易条件改正問題を抱えサンパウロ日本商業会議
所を設立して，進出日本企業とともに組織的対応を行った。政府が関係する貿易問題は，個人的
なつながりでは解決できないため，会議所として組織を通じて解決しようとしたのである。さら
に，戦後はブラジル政府の外資導入による輸入代替政策に応じて，コロニアル企業がリーダーシッ
プを発揮してサンパウロ日本商業会議所を再開し，進出日本企業と協力して組織的に通商条約改
正問題へ対応していった。
このように，日本企業は戦前，戦後を通じて一次産品特化型工業化を展開するブラジルに進出
し，コロニアル企業と協力して日本商業会議所を通じて，ブラジル政府との間に生じた問題に対
応してきた。このような歴史的考察から戦前・戦後のブラジルにおける会議所活動を，以下のよ
うにまとめることができる。
一つ目は，戦前・戦後を通じて，日本政府が商業会議所設立を支援してきたことである。工業
後発国としてスタートした日本政府は，日本国内で工業化を推進する過程で機能した官民協力型
の商工会議所を，海外に持ち込んだ。海外進出先国においても，商業会議所が資源確保，輸出拡
大に大きな役割を果たした。
二つ目は，戦前・戦後を通じて，現地政府と進出日本企業間に生じた問題に対応していること
である。経済発展の初期段階では，日系移民商工業者は業種別任意団体を通じて，同業者内の調
整を図ろうとしたことである。現地経済発展に伴い進出日本企業が増加すると，日本企業の統一
機関を設立して，現地政府との間で生じた問題に対応したのである。
三つ目は，現地経済発展の段階に応じて，経済団体は組織整備を行い，日本企業が抱える問題
の変化に応じることができたことである。会議所は理事，事務長など人的面での継続性を持つ一
方で，委員会・部会といった組織を設置して，会員企業が抱える問題に対応したことである。
最後に，こうした日本企業が設立した経済団体の活動は，研究史上どのように位置づけること
ができるのであろうか。従来，在外日本人経済団体は進出日本企業の団体であった。ところがブ
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ラジルの場合は，移民者が団体活動に先鞭をつけ，日本の大企業がそれに参加する形をとったこ
とである。
ブラジルの場合は，日系移民社会が大規模に形成されたことが，こうした特徴をもたらしたと
いえる。
こうした点から，本稿では明らかにできなかった課題も浮かびあがってきた。ひとつは，日系
移民が多かったハワイやペルーなどの日本人商工会議所との比較が必要となったことである。さ
らに，重要な課題はブラジル日本商工会議所の1950年代後半以降についての研究である。1950
年代半ば以降，ブラジルが本格的な工業化を推進する過程で，大手日本企業が進出しコロニアル
企業にとって代わっている。1965年にはブラジル日本商工会議所の会頭も，日系コロニアルか
ら戦後進出日本企業の中から広川郁三（兼松江商）が選出されている。そのため1950年代半ば
以降，ブラジル政府が新たに日本企業に求めた役割に対して，ブラジル日本商工会議所がどのよ
うに組織を整備して，その役割を果たしていったのかを稿を改めて明らかにしたい。
（1） コロノとは，「雇用主である耕地所有者が住宅を供給し，家族や労働力に対応したコーヒー樹取扱
本数を決め，1本につき，年間に決められている仕事やコーヒー実採取労働に対して，契約賃金を支
払うという雇用主との労働契約に基づいて就労する賃金労働者」のことである。
（2） これらの商店が移民船で日本から様々な物品を輸入し，現地日本人移民に販売したことから「移民
船」貿易といわれる。
（3） 最初1914年にサンパウロ州政府の補助金打ち切りが通告されたが，第一次世界大戦勃発によって
イタリア移民が減ったため，日本人移民の必要性から一時打ち切りは停止された。
（4） 1909年9月下旬に野田良治通訳官が耕地を視察した折には，第1回笠戸丸移民781名のうち，配
耕された耕地に残ったコロナは191名であった。残りの移民は，サンパウロ州の耕地以外での労働者
40名，サンパウロ市中102名，サントス市中110名，ノロエステ鉄道敷設工事労働者120名，リオ
デジャネイロ州及びミナス両州移住38名，アルゼンチン転住160名，死亡 6名と，サンパウロ市に
職を求めて移動した移民は100名を超えた（移民八十年史編纂委員会編，4243頁）。
（5） 梅田はブラジル棋院の世話役をつとめていた。サンパウロ市で開催された第3回全伯囲碁大会
（1917年8月27，28日）の照会先であった（「第三回全伯囲碁大会」『伯和西雨時報』1917年7月12
日，「全伯囲碁大会迫る8月27日，8両日聖市で」『伯和西雨時報』1917年7月29日。梅田はサンパ
ウロ日本商業会議所設立時（1940年）の会員でもあった。
（6） 正しくは菅譲二である。
（7） 後の資料では，聖市日本人商工組会と表記されている。
（8）「第1回総会議事録 開会の弁及び経過報告」1940年8月16日。
（9） 団長平生釟三郎（川崎造船），使節関恵桂三（東洋紡），渥美育郎（大阪商船），奥野勁（三菱商事），
伊藤竹之助（伊藤忠），岩井尊人（三井物産），事務長山崎壮重（元領事），団医山口寿（医師），随員
9名の構成であった。
（10） 八十年史では，「これは珍しい現象で，こういう例は後にも先にもない」と述べ，綿花貿易が特殊
ブラジル日本商工会議所の生成と発展（1908～1955年） 21

であったことを指摘している（移民八十年史編纂委員会，367頁）。
（11） 渡邊は午後1時から3時まで組合員に対応すると同時に，新法令の翻訳などの業務も担当した。蓮
田書記の執務時間は，毎日午前8時より11時半，午後1時より6時までとされた。
（12）「躍進する商工組合 組織の具体案成り 期待さる今後の活動」『伯和西雨時報』1936年1月22日；
「開会の弁及び経過報告」第一回総会議事録，1940年8月16日。
（13） ブラ拓銀行は，1940年に南米銀行に改組され，戦後はブラジルの大手銀行の1つとして発展した。
ブラ拓製糸は戦時中の接収期間を経て，1951年，天野賢治らの手に返還され，今日ではブラジル最
大の生糸工場に成長した（日本ブラジル交流史編集委員会，158頁）。
（14） 1937年に森商会の名前で設立後，1938年に南部綿花と改称ついで南米綿花となった。
（15）「開会の弁及び経過報告」第一回総会議事録，1940年8月16日。
（16）「天眼鏡」『伯和西爾時報』1951年2月19日。
（17） 日本商業会議所定款（1940年5月29日登録済）。
（18） たとえば，1939年7月，ブラジル国内で発行されるすべての外国語新聞，刊行物にポルトガル語
訳の掲載が義務付けられた。
（19） 木下正夫（1936年ニテロイ法大卒）は，1世コロニアル人弁護士第1号である。
（20）「商業会議所に関する法的立場調査報告」，1940年8月8日。
（21） 成瀬総領事代理の意向を受けて中西が書記長に就任した。
（22） 第一回総会議事録，1940年8月16日。
（23） ただし，「天眼鏡」『伯和西爾時報』1951年2月19日によると，「1940年8月17日，元商工組合所
属の会員31名，及び新たに会議所の傘下にはせ参じた25名，合計56名の会員によって結成された。
当時の役員の名前は次の通りであった。会頭蜂谷専一，副会頭後藤武夫，専務理事渡邊儀平，会計理
事杉本芳之助，理事羽瀬作良，理事梅田久吉，理事菅山鷲造，理事中野巌，理事欠田豊次郎，書記長
中西周甫。
（24） 第一回総会議事録，1940年8月16日。
（25） 第一回臨時総会議事録，1940年9月27日。
（26） 通第135号，1942年1月22日。商業会議所閉鎖に果たした中西の役割については，次のような記
述がある。「日米開戦の結果，伯国も日本との外交を断絶し，したがって在留邦人にも相当の危害が
加えられるものと想像されるに至るや，商業会議所幹部連は，三十八計逃げるに如かず，いずれも護
身に並々たる金けぞろい，時を移さず辞表を題して退陣してしまった。取り残されて迷惑したのが
当時の書記長中西周甫氏で，伯国司法省に対する自発的閉鎖の手続きなど凡て同氏個人名義で行われ
た。おかげで中西氏は要監視人の烙印を押され，二年間に亘って泊まり込みの刑事に監視されるとい
う，筆舌に尽くせぬ苦労を嘗めさせられている（『伯和西雨時報』1951年2月19日）。
（27） 商店や家屋の名義を二世や非日系ブラジル人に移すことによって，それらが失われることを逃れた
日本人もいた。
（28） 1947年から，凍結令の解除運動が開始された。政界有力者たちへの陳情，駆け引きを担当したの
が，当時日系社会のリーダーであった山本喜誉司の命を受けた鈴木悌一であった。
（29） たとえば，戦前にブラジル国籍を有する日系人と，ブラジル人の共同出資の形を取り，資本の内国
化を図っていた南米銀行（1940年にブラジル拓殖銀行から改組）は，1946年に返還を受けたとき，
日系社会から株主をつのり，純ブラジルの銀行として再生した（日本ブラジル交流史編集委員会，
160161頁）。
（30） 戦前のサンパウロ日本商工会議所事務長であった。
（31） 第一回再開準備委員会議事録，1951年3月14日。
（32） 第二回再開準備委員会議事録，1951年4月27日。
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（33） 第三回再開準備委員会議事録，1951年6月12日。
（34） 第一回定期総会議事録，1951年6月27日。
（35） コント，ミルレースは当時のブラジル通貨単位で，千ミルレースで1コント。当時の為替レートは
4ミルレースが1ドルだったとある。信濃海外協会の記録には，アリアンサの土地を550コントで購
入，邦貨で18万円とある。2コントで日本まで往復できたともいわれる。
（36） 第二回理事会議事録，1951年7月25日。
（37） 第一回臨時総会議事録，1954年7月14日。
（38）『ブラジル経済情報』1954年10月1日。
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FormationandDevelopmentofCamara
deComercioeIndustriaJaponesadoBrasil（CCIJB）
―ContinuityofthePre-WarandPost-WarActivitiesofCCIJB―
SumikoKawabe
Abstract
ThisstudyanalyzestheroleofCCIJBthroughitscontinuityofthepre-warandpost-
waractivities.JCCIBmaintainsitscontinuityonthreepoints;（1）Japanesegovernment
providessupporttotheformationanddevelopmentofJCCIB,（2）JCCIBhassolvedthe
problemsoccurringbetweentheBraziliangovernmentandJapanesecompanies,（3）JCCIB
hasadjustedtheproblemsJapanesecompaniesfacingateachBrazilianeconomicstageby
reformingtheirorganizationstructure.
InthecaseofBrazil,JapaneseimmigrantscontributedinformingJCCIBandlaterthe
Japanesecompaniesjoinedanddevelopedtheorganization,whereasJapanesecompanies
formedanddevelopedtheJapaneseChamberofCommerceinotherforeigncountries.
Keywords:exportofprimaryproductseconomy,Japaneseimmigrants,colono（contractworker）,
colonialcompanies,SanPaulo,businessassociation
